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図書館
としょかん

には、子
こ

どもはもちろん大人
おとな

が読
よ

んでも怖
こわ

い絵本
えほん

や、不思議
ふしぎ

な絵本
えほん

がたくさん

あります！暑
あつ

い日
ひ

は怖
こわ

い本
ほん

で、涼
すず

んでみてはいかがですか？

（蓮田市
はすだし

図書館
としょかん

で所蔵
しょぞう

している本
ほん

）

著者・絵著者等 出版社 請求記号

デイヴィット・シャノン/絵 岩崎書店 Ｅ シ オレンジ

稲田　和子/著
筒井　悦子/著

こぐま社 M 913 イ 1

東京子ども図書館/編 東京子ども図書館 M 376.1 オ 19

稲田　浩二/編著
稲田　和子/編著

三省堂 388.1 ニ

赤羽　末吉/文と絵 偕成社 Ｅ ア アカ

ダイアン・ウォルクスタイン/採話 岩波書店 M 933 マ

東京子ども図書館/編 東京子ども図書館 M 376.1 オ 30

著者・絵著者等 出版社 請求記号

せな　けいこ/作 童心社 Ｅ セ オレンジ

せな　けいこ/作 童心社 Ｅ セ オレンジ

せな　けいこ/作 童心社 Ｅ セ オレンジ

遠野
とおの

物語
ものがたり

のふしぎなおはなし

著者・絵著者等 出版社 請求記号

まよいが（えほん遠野
とおのものがたり

物語）
京極　夏彦/文
近藤　薫美子/絵

汐文社 Ｅ コ ミドリ

タイトル

『みにくいむすめ』

『子
こ

どもに語
かた

る日本
にほん

の昔話
むかしばなし

１』より

「田
た

の久
きゅう

」

『おはなしのろうそく１９』より

「金
きん

の髪
かみ

」

『日本
にほん

昔話
むかしばなし

百選
ひゃくせん

』改訂新版
かいていしんぱん

より

「おいとけ堀
ぼり

」

『鬼
おに

のうで』

『魔法
まほう

のオレンジの木
き

』より

「名
な

まえ」

『おはなしのろうそく３０』より

「明
あ

かりをくれ！」

せなけいこのおばけえほん

タイトル

はらぺこゆうれい

おばけいしゃ

とうふこぞう

タイトル

夕涼
ゆうすず

み夜
よる

ばなし会
かい

で使用
しよう

した本
ほん

   ゆう       すず                     よ                                  かい



やまびと（えほん遠野物語
とおのものがたり

）
京極　夏彦/文
中川　学/絵

汐文社 Ｅ ナ フカミドリ

おいぬさま（えほん遠野
とおのものがたり

物語）
京極　夏彦/文
中野　真典/絵

汐文社 Ｅ ナ フカミドリ

ざしきわらし（えほん遠野物語
とおのものがたり

）
京極　夏彦/文
町田　尚子/絵

汐文社 Ｅ マ キイロ

※遠野物語とは…岩手県遠野地方で語り継がれてきた伝説や言い伝えなどを柳田国男が記した本

妖怪
ようかい

たちのちょっとこわいおはなし

著者・絵著者等 出版社 請求記号

とうふこぞう（京極
きょうごく

夏彦
なつひこ

の妖怪
ようかい

えほん 笑）石黒　亜矢子/絵 岩崎書店 Ｅ イ アカ

うぶめ（京極
きょうごく

夏彦
なつひこ

の妖怪
ようかい

えほん 悲） 井上　洋介/絵 岩崎書店 Ｅ イ アカ

あずきとぎ（京極
きょうごく

夏彦
なつひこ

の妖怪えほん 怖） 町田　尚子/絵 岩崎書店 Ｅ マ キイロ

ことりぞ（京極
きょうごく

夏彦
なつひこ

の妖怪
ようかい

えほん 妖） 山科　理絵/絵 岩崎書店 Ｅ ヤ グレー

人気
にんき

作家
さっか

たちがおくるほんとうにこわいえほん

著者・絵著者等 出版社 請求記号

恩田　陸/さく
石井　聖岳/え

講談社 Ｅ イ アカ

おんなのしろいあし（怪談
かいだん

えほん）
岩井　志麻子/作
寺門　孝之/絵

岩崎書店 Ｅ テ エンジ

かがみのなか（怪談
かいだん

えほん）
恩田　陸/作
樋口　佳絵/絵

岩崎書店 Ｅ ヒ アオ

くうきにんげん（怪談
かいだん

えほん）
綾辻　行人/作
牧野　千穂/絵

岩崎書店 Ｅ マ キイロ

ちょうつがいきいきい（怪談
かいだん

えほん）
加門　七海/作
軽部　武宏/絵

岩崎書店 Ｔ Ｅ カ ミドリ

いるのいないの（怪談
かいだん

えほん）
京極　夏彦/作
町田　尚子/絵

岩崎書店 Ｔ Ｅ マ キイロ

悪
わる

い本
ほん

（怪談
かいだん

えほん）
宮部　みゆき/作
吉田　尚令/絵

岩崎書店 Ｔ Ｅ ヨ グレー

『やまびと』　えほん遠野物語
とおのものがたり

柳田国男 原作　京極夏彦 文　中川学 絵　汐文社　＜Ｅ　ナ　フカミドリ＞

 

鉄砲撃ちの嘉兵衛が山奥でやまおんなを見つけた。嘉兵衛は女を
てっぽう　う　　　　　　か　へ　え　　　やまおく　　　　　　　　　　　　　　　　 み　　　　　　　　　  か　へ　え　　   おんな　　　　　　　　　　　　　

銃で撃ち、髪の毛を少し切って、持ち帰ることにした。
じゅう　　う　　　　　かみ　　　け　　　すこ　　 き　　　　　　　　も　  　かえ　　　　　　　　　                           

山を降りる途中、眠くて耐えられず身を横たえた。すると、空まで届
やま　　　お　　　　　とちゅう　　　ねむ　　　　　た　　　　　　　　　　み　　 よこ　　　　　　　　　　　　　　　　  　 そら　　　　 とど　　　　

きそうな大男が現れて、嘉兵衛に手を伸ばした。
　　　　　　　　  おおおとこ　 あらわ　　　　　　  か　へ　え　　　 て　　　  の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

遠野の山に棲むという、山人にまつわる話。（　小　）
  とおの　　　やま　　　す　　　　　　　　　　　 やまびと　　　　　　　　　　　はなし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

おともだちできた？

タイトル

タイトル


